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1.は じめに

筆者は幼少期 か ら生 き物が好 きで,観 察は現在 も日常的に行 っている。そ の中で,

生き物の生態や構造 について,独 自の考察 をす るこ とが次第 に習慣化 し,生 き物 への

興味は現在 も薄れ る ことはない。 しか し筆者 の周 りでは生 き物,特 に昆 虫に対 しての

興味が年齢 を重ね る ごとに薄れて しまい,見 るだけで も不快感 を抱 く人 が多 いよ うな

印象 を受けていた。 そのために子 どもや大人 の 「昆虫か ら得 られ る学び」の機会 が減

少す ることを惜 しく思 う。
一方
,虫 の知識 を増や し,種 類 を区別できるよ うになる ことで虫嫌 いを緩和 で きる

可能性があ るとの報告 がある(FukanoandSoga,2021)。 筆者 もその見解 には一定

の理解ができ,昆 虫に対 して正 しく理解 を深 めることができれば,昆 虫が苦 手な人で

あっても昆虫に対す る認識が良い方 向に変容す るのではないか と考 えてい る。

そ こで,筆 者 自身 の昆虫と触れ合 って きた経験 を学習者 と共有 し,学 習者 に筆者 の

持っ昆 虫経験 を 「追体験」させ るこ とで昆 虫に対す る認識 の変容 を図 りたい と考えた。

本研究では筆者 が10年 来の飼育経験 を持ち,昆 虫が苦手な人でも比較的触 りやす

い昆虫 とい うことで 「カブ トムシ」を題材 として選定 し,授 業開発 を行 うこととした。

以上のことか ら本研 究の 目的を,① 授業者がカブ トムシの探究を行い,向 き合 う姿

とその経験 を分析す る,② 授業者 の経験 を学習者が追体験 できるよ うな授業 を開発

す る,③ 学習者 の中で認識の変容が起 こる時のプロセスや要因 を明 らかにす る,④ 授

業にホンモ ノを用 い ることの真正性 と有効性 を検討す る,と い う4点 に した。

ここで扱 う真正性 は,村 上(2019)に よる と,「 探究過程 にお ける不 思議 ・疑 闇な

どを解 明す るときの リア リティ,ホ ンモ ノ性」 としてい る。 筆者 が考 える真 正性 に最

も近い議論展開 の中村(2020)は,「 真 正性 のある自由な探究学習 とは,対 象 と向き

合い,そ の対象 か ら学びを得 ようとす るこ と。また,生 じた疑問に対 し真摯 に向 き合

い,自 分な りの方法 でその解決 に努 め ること。」と言及 してい る。すなわち本研究 での

対象 は 「カブ トムシ」であ り,そ の対象物 と向き合い,そ こか ら学び を得 るこ とが真

正性 を保証す るものであ る,と 考 えた。

皿.筆 者が持つ昆虫経験の分析

本研究では,追 体験型授業の開発を行 う。そのためにこれまでの筆者の昆虫との関

わ り方や,研 究対象 としてカブ トムシに向き合い,試 行錯誤 していく様子の分析を行

うことで授業開発の手がかりとした。
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1.分 析方法

本稿では,経 験や実験な どで得 られ た複数 のデータを質 的に分析 ・整理す るた めに

KJ法 的手法を用い ることに した。

この手法の元 となったKJ法 は,川 喜多二郎 が考案 した質的研究 法のことで ある(川

喜多,2017)。KJ法 は世界 中の様々な場面 で用 い られているこ ともあ り,多 様 なバ リ

エー ションや手法が存在す る。本研究 では,手 法が多 く存在す る中でも,田 中(2012)

がマニ ュアル化 した ものを基盤 とした。手順 は以下の通 りである。

1.ラ ベルづ くり。..付箋な どを用いて分析対象 のデータにラベル(切 片)を 付 け る。

2.グ ループ編成..1で 作成 した ラベル をグループにま とめる。

3.図 解化_2の グループ を解釈可能 な形 で並べ る。

4.叙 述化...3の 図解化 されたものを叙述化す る。

2.分 析結果

筆者 の 「昆虫に関す る経験」や 「カ ブ トムシに対 して実践 した思考錯誤(動 機)」 を

中心にラベル を作 り,そ れ をグルー プ編成す る と表1の よ うになった。

表1経 験の分析におけるラベル数と各グループ数

ラベル(個) 小グループ(個) 中 グループ(個) 大グループ(個)

36 16 0 0

そ して,こ れ らを図解化す ると図1の よ うになる。
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図1経 験の図解化

図1を 基に叙述化すると以下のようになった。

①飼育が好きで,そ の対象が昆虫へ向かった。② 目の前で起こる現象などについて

推理・考察することが好きであるため,昆虫の身体の構造や動きにも同様に考察する。

③好きなものをキャラクター化することや,模 写 ・スケ ッチすることが好きだったの
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で,昆 虫にも同じことを行った。④筆者は一般的に気持ち悪いと言われているものが

好きになる傾向がある。⑤母親が昆虫を触る姿を見て筆者 自身も触れるようになるこ

とや,筆 者が触れない虫でも,友 人が見ている前だとなぜか触れるようになる。⑥気

持ち悪いものが好きだが,過去に襲われた経験からハチなどの虫や羽音が未だに怖い。

⑦餌を食べている様子や,交 尾 ・産卵の様子,他 の昆虫を食べている様子を見ること

が好きである。⑧図鑑や教科書の内容を自身の手で再現することで感動 し,さ らに生

き物が好きになることがあった。

このことから,筆 者の昆虫好きは元の性格に大きく起因することが分かった一方で,

外部の影響によって昆虫に対する認識が変容する場面があった。それが⑤ と⑧である。

⑤では,元 は苦手で触れない状態であったにも関わらず,他 人の存在によって克服す

ることができたと考えられる。また,⑧ の図鑑の内容等を自身の手で再現することで,

さらに昆虫に対する理解が深まり,興 味を持つようになった。授業開発ではこの2つ

の要素を取り入れた。

皿.プ レ授業実践

京都教育大学(以 下大学)に おける授業実践に向けて,そ れぞれ異なる集団で4回

に及ぶプレ授業実践を行った。各プレ実践の概要は表2に 示 した通 りである。プレ実

践が行われた後,学 習者に実施 したアンケー トの分析や授業に同行 したメンバーと省

察を行 うことで授業の改善を図った。

表2プ レ授業実践概要

校種 KS小 学校 HF高 等学校 フ リースクール FM中 学校

学習者人数(人) 95(3ク ラ ス) 20 7 17

実施 日 7/7.7/14 8/23 8/30 10/13

カブ トムシに良

い認識変容が起

こった割合(%)

75 50 71 42

1.ア ンケー ト分析

授業毎 にア ンケー トを実施 した。本稿 ではアンケー トの全容 については割愛す るが,

1(S小 学校で実施 され た 自由記述回答である 「授業 の感想 ・意見」 についてKJ法 的

手法 を用いて分析 した。回答 を要素 ごとに分 け,グ ル ープ編成 を行 うと表3の よ うに

なった。 この うちの23個 の ラベル は記述がなかったものや,分 析が不可能なもので

あった。また,大 グループ よ り大 きなグループは特大 グループ とした。

表3授 業の感想のラベル数と各グループ数

ラベル(個)

155

小グループ(個)

22

中グループ(個)

10

大グループ(個)

4

特大グループ(個)

1
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これ らを図解化す ると図2の よ うになる。叙述化す る と,誰 しもが持つ未知 な部分

に対 して,学 習者 が 「知る」 「触 る」 「見 る」ことで新 しい発見が生まれ,ポ ジテ ィブ

な認識変容 が起 こるとい うことや,そ こか ら発展 して意欲へ とつながる とい うこ とが

示唆 された。以上 の3っ をここで は 「認識変容を促す3要 素」 として今後 の授業実践

で もこれ を基盤 とす ることに した。

未知の部分

蟻る 触る 見る

新しい発見

一 事 、

瓦f器 擁薪 髄 癒 蓼/→ 繍魍

図2KS小 学校自由記述分析

2.省 察

プレ授業実践を行った後に,授 業の同行者 と省察を行った。プレ授業実践を始めた

頃の省察では筆者のカブ トムシに関する経験が学習者に十分に伝わっていないとい う

ことや,授 業の一体感の無さを指摘 されることが多かった。前者については,今 まで

行ってきた飼育や採集,実 験な どで得 られた経験を学習者に伝えると解決す ることが

できた。ただしここで語るのは授業者自身の経験であって,他 の人の経験は語 りの厚

み(真 正性)が 失われるので注意が必要である。後者については学習者が出した意見

を授業に反映 させることや,そ の場の雰囲気によって授業を臨機応変に対応 させてい

くことが重要である。

N.大 学 における授業実践

大学で行 われ た授業実践 は学生20名 に対 し11月18日,カ ブ トムシの幼 虫をメイ

ンとして行 われ た。本授業実践 ではプ レ授業実践 によって得 られ た以下 の3点 を取 り

入れ ることに した。

① 「触 る」 「知 る」 「見る」の3要 素 を取 り入れ,認 識 の変容 を促す。

②筆者の経験 を活か した 「生 き生 き」 とした語 りで,真 正性を感 じさせ る。筆者 の経

験ではない語 りは 「厚み」 を損 ない,学 習者 に 「真 正性」が十分 に伝 わ らず 「追体

験」が学習者 の中で起 こりづ らい。

③授業の一 体感 を作る。具体的 には,学 習者 の意見 を全体で共有す る機 会 を積極 的に

作 り,学 習者 の意 見を基 に授業 の流れ を構築 してい くこ とである。 この時全て学習

者 に委ねず,授 業 の骨組み は作 ってお く。
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1ア ンケー ト分析

授業後ア ンケー トを実施 した。設問は以下の通 りである。

表4大 学での授業アンケー ト内容

質問項 目 回答法

Q1.幼 少期過ごした場所に近いもの 5件 法

Q2.あ なたの保護者は虫が好きか 5件 法

Q3.幼 少 期 どの くらい虫 と関わ って きたか 5件 法

Q4虫 が好きか 5件 法

Q4の 理由 自由記述

Q5.虫 の どのよ うな点が好 き ・嫌iいか 自由記述

Q6.カ ブ トムシが好 きか 5件 法

Q6の 理由 自由記述

Q7・1.カ ブ トムシの印象の変化 5件 法

Q7-1の 場 面 自由記述

Q7・2.カ ブ トムシ以外の虫の印象の変化 5件 法

Q8授 業の楽 しさ 5件 法

Q9授 業の満足度 5件 法

Qlo.カ ブ トムシを観察 して気付いた こと 自由記述

Q11授 業の感想 自由記述

これ らの設問の うち回答法が5件 法 のものをグラフ化す ると図3の よ うになった。
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大学で行 った幼 虫を使 った授 業ではカブ トム シの印象 を良 くす るのは難 しいので

はないか とい う懸念があったが,Q7-1で はカブ トム シの印象が良い方向へ転 じた とい

う学生が7割 を超 えていた。

次に 自由記述の質的分析 についてKJ法 的手法 を用いて行 うのだが,大 学 の授業実

践 においては,Q7・1,Q7・2,Qlo,Q11で 得た回答 も含 めて分析を行 った。Ks小 学

校の時 と同様,要 素 ごとにラベル を作成 した結果92個 のラベル ができた。

次にグループ編成を行 うと表5の よ うになった。

表5大 学における自由記述のラベル数と各グループ数

ラベル(個)

92

小 グループ(個)

23

中グループ(個)

10

大グループ(個)

0

これ を元に図解化す ると図4の よ うになった。

達成感

まわりの影響 注意深く

観察する 実物の存在

慣れ

思考が授業外
へ向かう 発見+驚 き

発見 比較

授業内で
完結 変化なし

感情移入 授業自体
の評価

図4大 学における授業実践 自由記述図解化

図4を 叙述化すると,カ ブ トムシを基 として,学 習者ごとに多様な思考を巡 らせ,

彼 らな りにカブ トムシへ向かっていく様子が見られた。矢印は学習者の思考が行われ

る順序やそれぞれのグループとの相互関係を示 している。また 「他人の影響で幼虫を

触ることや見ることが出来るようになった。」とい うような記述や前向きにカブ トム

シと向き合えるようになったとい う意見も得られた。

2.考 察

アンケー トの自由記述分析や授業後に行われた省察から,授 業の 「真正性」と 「追

体験」の観点か ら考察を行った。

○真正性...ホンモノのカブ トムシを授業で用いて,実 際に学習者に触れ合わせる真正

性に加えて,授業者自身が持つ真正性 も重要な役割を持っ。授業者が持っ真正性 とは,
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自身がカブ トムシに抱 いてい る 「好 き」が基盤 にある語 りや扱い方が,こ れに該 当す

ると考えた。

○追体験...学習者は授業者か ら一方的 に経験話や,カ ブ トムシの知識 を受 け取ってい

た とい う訳ではな く,学 習者 自身 がカブ トムシ と向き合 う中で発見 したことを織 り交

ぜて,学 習者の経験 として吸収(つ ま り追体験)す るとい うことが起 こっていた ので

はないだろ うか。

V.ま とめ

これ までの授 業実践 を通 して,授 業の質を高めるために必要な もののキー ワー ドと

して 「真正性」 「認識変容」 を挙 げてま とめ とす る。

まず授業の真 正性 につ いては,前 述の授 業者 の真 正性 に加 えて さらに必要なのが授

業の 「場づ く り」であ る。 「場づ く り」で必要 なものは 「1,対 象(カ ブ トムシ)」 「2.

授業 の大 まかな流れ」 である。伝 えたい ことをあ らか じめ設定 して,授 業の 「骨 格」

を作 り,後 は学習者 に寄 り添って臨機応 変に対応 してい くこ とが重要 である。 ここで

注意 したいのは,指 導案通 りに授業 を遂行す ることに気 を取 られて,学 習者 に寄 り添

わないこ とであ る。よって,真 正性のある授業 を作る ときに重要なのは 「授業 の場(骨

格)づ く り」 と,授 業者 の経験や,学 習者 が追体験 によって得た経験を上手 く授 業 に落

とし込み,そ れ らに授業 を上手 く対応 させ る 「授業スキル」で ある。

認識変容については,分 析 を行 った結果図5の よ うなプロセス を経 てカブ トム シへ

の認識 がポジテ ィブな ものに変容 してい くとい うことが示唆 された。

.翌鐘嚢覧

見る
弛者

麺易」 轡　 ご

知1触 る

{

・まわ りの人

・真圧姓のある授業者

・過去の学習者

　

気 認識の変容.

図5認 識変容が起 こるプロセス

この ように学習者 自身 が得 た 「発見」か ら始ま り,周 囲の人や授業者,あ るいは過

去の学習者 自身な ど,現 在 の学習者 に とっての 「他者」の存在 が 「発見」に介入す る

と,そ こに意外性があ ると気付 くのではないだ ろ うか。つま り 「気付 きの裏付 け」 と

も言え るプロセスが発 生 し,後 の 「意外性」 に繋がるのではないか と考 えた。
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